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非常に重要なポイントとなってこよう。そこで本稿では伝統的工芸品と third culture 
kids という二つの例からインバウンドビジネスの人材育成に関する共同研究の報告
を行う。 
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Abstract: In this paper we will report on 'Research on development of Glocal 
Business Management Human Resources' conducted by Tama University 
Collaborative Research in 2016. The main theme of this study was how to 
develop human resources who can contribute to Glocal business. In relation to the 
Faculty of Global Studies as a reason for advancing the study group from the 
viewpoint of nurturing the Glocal business talent, the point that the number of 
foreigners visiting Japan is very important and will be a significant factor. 
Therefore, in this paper we will report on collaborative research on human 
resource development of inbound business from two examples of traditional 
crafts and third culture kids. 














行者の数を訪日外客数として計算しているが，2016 年度は約 2403 万人と 10 年前と比べて
3 倍以上の伸びを示している。目的別にその内訳をみると約 2104 万人が観光であり，全体
の約 88％を占める。次いで約 170 万人が商用客で約 7％，その他が約 128 万人で約 5％と
圧倒的に観光を目的とする訪日外国人が増加していることが理解されよう。10 年前の
2016 年時と比較すると，全体の訪日外客数が約 733 万人であり，観光客が約 498 万人で全
体の約 70％，次いで商用客が約 152 万人で全体の約 20％，そして，その他が約 77 万人で




度は訳 2403 万人のうち，アジア国籍を有する外国人は約 2042 万人であり，約 85％を占め
る。次いで，北アメリカの約 157 万人で全体の約 6％，3 位にヨーロッパの 142 万人で 6％










として third culture adults を例に安田が報告を行う。なお，安田の報告は『紀要』第 9 号
（竹内・安田，2016）で報告した、Third Culture Kids/Adult Third Culture Kids の定義、
TCK の共通課題、日本の社会的な背景が 1970 年代はどうなっていなのかなどについての
説明の続編である。本報告書では、実際に聞き取り行い、40 代半から 50 代後半までの
Adult Third Culture Kids の Third Culture Kids だった頃の状況と今の日本とを比較し、それ





























名前の知られていない都市にあって，2015 年時点で約 44 万人と 2007 年の約 16 万と 3 倍















2.1. TCK から ATCK 
本稿では 1970 年代まで学生が TCK であった 1990 年代に社会人、すなわち Adult Third 
Culture Kids （ATCK）として日本に戻り、生活を営んだ者の感想について触れることにす




















































2.2. TCK/ATCK の日本観とは 
 TCK/ATCK の問題は、所属や帰属意識である。その典型的な例をここで紹介することに
する。 

































E.D.は ATCK として日本に再び滞在することになった。その時は 1990 年代末から 2010






























































































































 近年、多様化する社会において TCK および ATCK の定義が変わりつつある。要するに
グローバル化によって、英語圏や他の文化圏、例えば日本在住者の国籍、教育および文化
が一致しない TCK も触れているだけではなく、国籍および文化は一致するが教育環境が
一致しないケースが増えている。こうした TCK および ATCK に対する定義が必要となる
日は近いであろう。 
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